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夏
真
っ
盛
り
と
な
る
8
月
。み
な
さ
ん
、い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
３
町
村
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

も
徐
々
に
再
開
さ
れ
て
お
り
、活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
７
月
１
日（
土
）に
は
13
回
目
と
な
る「
宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼

み
会
」も
笠
置
町
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ

で
は
、コ
ー
ラ
ス
や
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
、日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
遊
び・体
験
コ

ー
ナ
ー
で
は
、家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
ま
ち
の
人
の
笑
い
声
や
笑
顔
が
溢
れ
、地
域
の
交

流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。み
な
さ
ん
も
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
そ
の
時
に
し
か
会
え
な
い
人
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  「
年
に
一
度
、

「
年
に
一
度
、

こ
こ
に
来
れ
ば

こ
こ
に
来
れ
ば

会
え
る
人
が
い
る
」

会
え
る
人
が
い
る
」

相
楽
東
部

宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会
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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
を
６
月
１
日（
木
）に
開
催
し
ま
し
た
。
和
束
町

議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
、
連
合
議
会
議
員
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
議
長
･

副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会（
総
務
厚
生
･
文
教
）、
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
選
任
等
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
等議

　
　
長

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

副
議
長

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

監
査
委
員

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

副
委
員
長

岡
　
田
　
　
　
勇
（
和
束
町
）

向
　
出
　
　
　
健
（
笠
置
町
）

梅
　
本
　
章
　
一
（
南
山
城
村
）

吉
　
田
　
哲
　
也
（
和
束
町
）

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

承
認
案
件

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
専
決
）

　
府
支
出
金
の
額
の
確
定
、
歳
出
の
精
査
等
に
よ
り
、
歳
入
･
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
5
8
0
9
万
４
千
円
を
減
額
し
、
７
億
7
6
5
6
万
６
千
円
と
す
る
補
正

�

承
認　
賛
成
多
数

同
意
案
件

監
査
委
員
の
選
任

　
吉
田　
哲
也
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

同
意　
全
員
賛
成

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り
V
O
L
・
１

（敬省略）◦委員長　 副委員長

向出　　健
（笠置町）

梅本　章一
（南山城村）

吉田　哲也
（和束町）

久保　憲司
（南山城村）

西　　昭夫
（笠置町）

◦畑　　武志
（和束町）

総務厚生常任委員会

村山　一彦
（和束町）

頭鬼　久雄
（南山城村）

◦坂本　英人
（笠置町）

鈴木かほる
（南山城村）

岡田　　勇
（和束町）

由本　好史
（笠置町）

文教常任委員会
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まち・むら
topics

和
束
小
学
校
６
年
生
に

M
T
B
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た

　

7
月
7
日
（
金
）、
湯
船
森
林
公
園
内

「
M
T
B
L
A
N
D
」
で
和
束
小
学
校
６

年
生
に
M
T
B
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た
。

　
本
町
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
普
及
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
愛
好
者
を
増
や
し
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
体
験
授
業
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
N
P
O
法
人
I
B
O
・

J
a
p
a
n
8
4
6
理
事
長 

八
代 

正
氏

を
講
師
と
し
て
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

乗
り
方
か
ら
始
ま
り
、
ブ
レ
ー
キ
の
方
法

や
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
初
め
は
う
ま
く
乗
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
徐
々
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授

業
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
に
楽
し
ん
で
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

府
民
防
犯
の
日
に
お
け
る
街
頭
啓
発

　
7
月
10
日
（
月
）
、
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
に

て
防
犯
活
動
の
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
当
日
は
京
都
府
が
定
め
る
府
民
防
犯
の

日
の
た
め
、
中
町
長
と
職
員
に
よ
り
キ
ャ
ン

プ
場
利
用
者
を
対
象
に
防
犯
へ
の
注
意
喚
起

を
お
こ
な
い
、
啓
発
物
品
を
渡
す
な
ど
効
果

的
な
取
組
に
な
り
ま
し
た
。

　
笠
置
町
で
は
、
引
き
続
き
犯
罪
の
な
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

和束町

平
沼
村
長
が
初
登
庁

　
南
山
城
村
長
選
挙
は
、
立
候
補
の
届
け
出
が
１
人
で
あ
っ
た
た
め

無
投
票
と
な
り
、
現
職
の
平
沼
和
彦
氏
が
再
選（
２
期
目
）し
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
（
木
）
に
、
２
期
目
の
初
登
庁
を
さ
れ
、
役
場
庁
舎
前

に
て
職
員
、
議
会
議
員
等
の
関
係
者
か
ら
拍
手
で
出
迎
え
を
受
け
、

職
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
議
室
に
て
２
期
目
を
迎
え
て
の
挨
拶
、
ま
た
職
員
へ

の
訓
示
を
お
こ
な
い
「
村
民
が
主
役
の
村
政
を
創
り
、
全
て
の
人
が

将
来
を
描
け
る
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
す
」と
抱
負
を
述
べ
、

職
員
に
は
、「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
て
、
村
の
活
性
化
の
た
め

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
村
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
南
山
城
村
田
山
在
住

　
生
年
月
日　
昭
和
26
年
５
月
21
日
生（
72
歳
）

　
趣
　
　
味　
読
書
、
音
楽
・
映
画
鑑
賞

６月29日、役場庁舎前にて
花束を受け取られました。

登庁式には職員や議員関係者が参加されました。

登庁式後、職員へ訓示を
おこないました。

南山城村

笠置町
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防
災
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目
標
の
達
成
を
目
指
し
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
て
、
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

度
、
内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
避
難
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
答
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://en.surece.co.jp/kaiko2023/

実
施
期
間　
８
月
31
日
（
終
了
予
定
）

回
答
の
際
、
以
下
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
回
答
は
1
人
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

・ 

回
答
の
途
中
で
、
回
答
状
況
を
一
時
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

・ 

選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択
肢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
記
述
式
の
設
問
は
可
能
な
限
り
具
体
的
に
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

・ 

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
と

り
ま
と
め
た
後
、
今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問 

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

　
付
参
事
官
（
防
災
計
画
担
当
）
付　
　
大
竹
、
吉
田

　
　
☎
03
・
3
5
0
1
・
6
9
9
6

安心安全
ほっ

 　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思

い
込
ま
ず
、
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

【
今
、特
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
】

❶ 

屋
根
や
外
壁
、
水
回
り
な
ど
の
住
宅
修
理

❷
保
険
金
で
住
宅
修
理
で
き
る
と
勧
誘
す
る
保
険
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、
電
力
・
ガ
ス
の
契
約
切
替

❹
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル

❺
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品
な
ど
の
定
期
購
入

❻
パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺

❼
架
空
請
求
、
偽
メ
ー
ル
・
偽
S
M
S

❽
在
宅
時
の
突
然
の
訪
問
勧
誘
、
電
話
勧
誘

❾
不
安
を
あ
お
る
、
同
情
や
好
意
に
つ
け
こ
む
勧
誘

❿
便
利
で
も
注
意
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

【
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
】

　
❶�

身
近
に
い
る
家
族
な
ど
、
ま
わ
り
の
方
が
日
頃
か
ら
本
人
の
生
活
や
言

動
、
態
度
な
ど
の
様
子
を
見
守
り
、
変
化
に
早
く
気
付
く
こ
と

　
❷
不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
時
の
対
応
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 
木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
点
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和束町史編さんだより
 第14回 南山城水害から70年

　1953年（昭和28年）８月14日夜から15日早朝にかけての集中豪雨により発生した南山城水害から、
70年になります。湯船や東和束では、総雨量400ｍｍを超える豪雨となり、和束川が決壊し、当時の
中和束村で101人、東和束村で６人、西和束村で５人の死者・行方不明者を出すという甚大な被害をも
たらしました。湯船村は０人でした。住宅や田畑は、各地区で大きな被害をうけました。
　当時の写真を見ると、山崩れがあちこちで発生していることがわかります。崩れた土砂が、樹木とともに
河川に流れ込み、橋でつかえて流れをせき止めたため、水位が上昇して氾濫が発生し、橋が流失しました。
　中和束では、役場や小学校も被害をうけました。和束川沿いの道路が通行できなくなったことから、
救援部隊は、木屋峠や加茂町奥畑を越えて徒歩で物資を運びました。また、アメリカ海兵隊のヘリコプ
ターが、木津高等学校を基地にして、被災各地に物資を届けました。
　水害以後の高山ダムの建設や河川改修工事により、水害の危険度は減少しました。しかし、近年では
各地で想定を超える豪雨による水害が発生しています。南山城水害70年を機に、改めて地域の災害の
歴史を学び、災害に備えることが必要なのではないでしょうか。
問相楽東部広域連合教育委員会　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp

中和束中心部の被災状況（1953年８月22日撮影）

教
育

Ed u catio n

 学校における夏季休業期間中の 
業務休止日について

　連合教育委員会では、教職員等の健康を保持・増進し、心身のリフレッシ
ュを図るとともに、総実働時間の短縮並びに計画的な休暇の取得を促進する
ため、管内小・中学校における夏季休業期間中の業務休止日を設定します。
ご承知いただくとともに、ご理解とご協力をお願いします。
業務休止日　�８月10日（木）、
　　　　　　　　11日（金・祝）、�
�　　　　　　　　14日（月）、
　　　　　　　　15日（火）、�
　　　　　　　　16日（水）
緊急連絡先　相楽東部広域連合教育委員会　学校教育課
　　　　　　　☎0774・78・4335
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郡山城跡公園での集合写真 昼食の様子 金魚すくい体験

保健・福祉保健・福祉

9月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
９月  3日（日） 内科・小児科
　　10日（日） 内科・小児科
　　17日（日） 内科
　　18日（月・祝） 内科
　　23日（土・祝）内科・小児科
　　24日（日） 内科・小児科
※ ８月分については広報れんけい７月号 

をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

身体障害者 
スポーツレクリエーションが 

おこなわれました 
（南山城村）

　６月30日（金）にやまなみホール研修室で
スポーツレクリエーションをおこないました。
　お手玉ボッチャと玉入れの２種目を競い合
いしました。
　誰でも簡単にできるスポーツで楽しい時間
を過ごし、交流を深めあいました。
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お手玉ボッチャを楽しむ参加者
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

自衛官募集相談員委嘱式（笠置町・和束町・南山城村）

　７月10日（月）、笠置町役場・和束町役場と南山城村役場にて自衛官募集相談員委嘱式がおこなわれました。
　笠置町では、佐野巧樹さんが自衛隊京都地方協力本部長および笠置町長の連名で委嘱状が交付されました。
　和束町では、杉本治さん、木崎茂さんに自衛隊京都地方協力本部長および和束町長職務代理者副町長の連
名で委嘱状が交付されました。
　南山城村では、石上俊昭さんが自衛隊京都地方協力本部長および南山城村長の連名で委嘱状が交付されま
した。
　委嘱期間は２年間で、自衛官志願者に対して、情報提供や地域での広報活動に協力します。

「人権強調月間」・人権啓発パネル展

　京都府では、毎年8月を「人権強
調月間」と定め、期間中は府下一斉
に差別や人権問題に対する各種啓発
活動をおこなっています。和束町
でも役場１階住民ホールにおいて、
８月１日（火）～31日（木）まで
（選挙期間中を除く）、人権啓発パ
ネル展をおこないます。さまざまな
人権問題をマンガでわかりやすく説
明しており、また、啓発物品の配布
もおこなっておりますので、ぜひこ
の機会にお立ち寄りください。

南山城村自衛官募集相談員委嘱式（中央）石上さん笠置町自衛官募集相談員委嘱式（中央）佐野さん

和束町自衛官募集相談員委嘱式　（左）杉本さん、（右）木崎さん
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笠置町職員採用試験

職種・募集人数および受験資格
職　種 募集人数 受　験　資　格
一般

事務職 若干名 ①平成５年４月２日以降に生まれた人
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人（令和６年３月末までに卒業見込みの人を含む）

技術職 １名

①昭和58年４月２日以降に生まれた人
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人（令和６年３月末までに卒業見込みの人を含む）
③ 土木及び建築に関連する資格を有する人または令和５年度末までに資格を取得見込みの人（土木または建築施工

管理技士、測量士（補）、建築士、設計士（補）等）

介護支援
専門員 １名

①昭和58年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人
③介護支援専門員の資格を有する人

※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する人は、受験できません。　※試験結果が合格基準に満たない場合は、採用しない場合があります。

試験実施日および内容

応募受付期間　８月１日（火）～21日（月）
　　　　　　　閉庁日を除き、平日の午前９時から午後５時まで　郵送の場合は、８月21日（月）必着のこと
提 出 書 類
・笠置町職員採用試験申込書　　・受験票　　・自己調書
・履歴書（JIS規格用紙または学校指定用紙、撮影後3か月以内の写真を貼付のこと）
・技術職及び介護支援専門員を受験する人は、所有する資格の写し（取得見込みの場合はそれを証明するもの（様式不問））
※ 郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書きし、返信用封筒（長3サイズの封筒に、返信先住所及び氏名を

記入し、404円分の切手（簡易書留分）を貼付すること）を同封してください。
※ 申込書、受験票及び自己調書は笠置町ホームページからダウンロードできます。また笠置町役場総務財政課にも配架しています。
採用予定日　令和６年４月１日（月）
給 与 等　笠置町職員の給与に関する条例等に基づき支給します。（令和５年4月1日現在の大卒初任給は、185,200円です）
受付場所・応募についての問合せ
〒619-1303 京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の1　笠置町役場　総務財政課　☎0743・95・2301

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和５年９月17日（日） 教養試験、適性検査、専門試験（技術職のみ）
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 グループ面接
第３次試験 第２次試験合格者に通知します。 個人面接

和束町職員採用試験

職種・受験資格および採用予定人数
職　種 受　験　資　格 採用予定

人数年　齢　要　件 資　格　要　件
一般事務職 平成５年４月２日以降に生まれた人 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人 若干名
事務職員

（文化財等）昭和58年４月２日以降に生まれた人 学校教育法による大学（短期大学を除く）または大学院において、考古学、文化財学、
歴史学のいずれかに関する専門課程を卒業（修了）または卒業（修了）見込みの人 若干名

※注：地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。

試験実施日および内容
【 一 般 事 務 職 】

【事務職員（文化財等）】

応募受付期間
令和５年８月１日（火）から令和５年８月24日（木）まで（但し、閉庁日は除く）午前８時30分から午後５時15分まで
郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。（令和５年８月24日（木）必着）
提 出 書 類
・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
・和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあります）
　ホームページでもダウンロードができます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
・受験票返信用封筒（長３サイズ 120mm×235mmの封筒に返信宛名を明記し、404円分(簡易書留）の切手を貼付）
・その他　 第３次試験合格者については後日最終学校卒業証明書または卒業見込証明書を提出していただきます。
採用予定日　一般事務職　令和６年４月１日（月）　事務職員(文化財等）　令和６年４月１日（月）
給　　　与　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。
受付場所・応募についての問合せ
〒619-1295 京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の2　和束町役場総務課　☎0774・78・3001　内線 316

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和５年９月17日（日） 教養試験、適性検査
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 記述試験・グループ討議
第３次試験 第２次試験合格者に通知します。 個人面接

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和５年９月17日（日） 教養試験、適性検査、小論文
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 個人面接
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人権擁護委員委嘱式（南山城村）

　令和５年７月1日から令和８年６月30日までの任期
で人権擁護委員として福田將人さん（４期目・田山）
と辰巳均さん（２期目・田山）が法務大臣から委嘱を
受けられ、地域の人権相談窓口役として引き続き務め
ていただくことになりました。
　７月７日（金）に南山城村役場にて委嘱式をおこな
いました。
　随時、人権擁護委員による人権相談等受け付けてお
りますので、気軽にご相談ください。

明るい選挙ポスター・標語募集（和束町）

　私たちの生活を豊かで楽しいものとするには、政治を良いものにしなければなりません。
　良い政治がおこなわれるには、選挙が明るく正しくおこなわれなければなりません。
　そこで、児童・生徒のみなさん、町民のみなさんから明るい選挙を推進する上で役立つポスター・標語を
募集します。

【ポスター】（対 象 者）児童・生徒の部 : 府内の小・中・高等学校の児童・生徒
　　　　　　　　　　　　　一 般 の 部 : 町内に居住する人
　　　　　（提 出 先）児童・生徒の部 : 通学している学校
　　　　　　　　　　　　　一 般 の 部 : 和束町選挙管理委員会（役場総務課）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　（色・大きさ等）色 　 　 彩 : 自由
　　　　　　　　　　　　　大 き さ : 画用紙の四つ切・八つ切
　　　　　　　　　　　　　啓 発 標 語 : 自由

【標　　語】（対 象 者）和束町に居住する人（児童・生徒を含む）
　　　　　（提 出 先）児 童 ・ 生 徒：通学している学校
　　　　　　　　　　　　　一 般 : 和束町選挙管理委員会（役場総務課）　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　応募用紙は和束町選挙管理委員会（役場総務課内）にあります。　　
　　　　　（そ の 他）自作・未発表のもので１人１点に限ります。
期９月１日（金）
　　 　なお、応募作品は明るい選挙を推進するために、ポスター図案、ホームページへの掲載・展示など各

種選挙啓発に使用させていただきます。
問和束町選挙管理委員会　和束町明るい選挙推進協議会（総務課）☎0774・78・3001

和束町長　堀　忠雄氏 逝去

　６月29日（木）、堀忠雄町長がご逝去されました。78歳でした。
　堀町長は、平成13年４月に和束町長に就任され、６期22年にわたり町長を
務められました。
　第５次総合計画「和の郷 知の郷 茶源郷和束」の実現に向けて、これまで培っ
てきた伝統や文化を大切にし、住民協働で新しい時代に対応した、自然豊かで、
素敵な暮らしを創り上げていくため、全精力を注いでこられました。
　これまでのご功績とお人柄を偲び、謹んで故人のご冥福をお祈りいたします。

左から福田委員、平沼村長、辰巳委員
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水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、
医療や火災、観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　ここでは、伊賀市・山添村の一押しの情報を紹介します。

山添村  令和５年４月に花香房がリニューアルオープン

　山添ICを降りてすぐにある特産物販売所・花卉直売所「花香房」に「コミュニティ」「ビジネス」
「移住定住・観光」を柱に新しい人の流れや関係人口の創出を促す交流施設Soyel（ソエル）が加わり
ました。
　施設内にはレンタルキッチンやコワーキングスペ
ース、レンタルスタジオが設けられ、様々な用途に
利用できます。２階にはコミュニティスペースがあ
り、気軽に立ち寄ってお喋りや趣味の時間を楽しめ
る空間として開放されます。また、１階には観光案
内所や移住・空き家についての相談窓口があります。
　山添村にお越しの際はぜひお立ち寄りください。

交流施設Soyel
　奈良県山添村大字大西1115－１
　　☎0743・85・0155
　　定休日：水曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　　年末年始 交流施設Soyel（ソエル）　産直センター花香房

伊賀市  市民夏のにぎわいフェスタ2023

　毎年伊賀上野でおこなわれてきた「市民夏のにぎわい
フェスタ」。今年は４年ぶりに歩行者天国を設け、露店
などの飲食・ステージイベントが復活します。ぜひ遊び
に来てください。
日８月19日（土）午前11時～午後6時30分
所銀座通り・本町通り・中之立町通りなど

交通規制　午前10時～午後８時
　　　　　銀座通り
　　　　　（上野東町交差点～上野恵美須町交差点）

詳しいイベントの情報は
公式サイトをご覧ください。
問 市民夏のにぎわいフェスタ
　実施委員会（上野商工会議所内）
　　☎0595・21・0527

11 2023.8︱vOL.209広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん
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 『
健
康
体
操
教
室
』

日
8
月
10
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す　
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問 

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『 

親
と
子
の
茶
道
教
室

（
南
山
城
村
）～
ゆ
か
た
茶
会
～
』

日 

8
月
5
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
1
階 

和
室

講 

菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

　
※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

話
の
聴
き
方
講
座

『
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
』

　
悩
み
を
抱
え
た
方
に
気
づ
き
、
声
を

か
け
、
話
を
聞
き
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」に

講
座

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日 

９
月
20
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

所 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講 

N
P
O
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援

セ
ン
タ
ー
認
定
講
師

対 

京
都
府
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

申
問 

府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
0
7
5・4
1
1・5
0
0
0

　
　
　
FAX
0
7
5・4
1
1・5
0
0
1

　
　
　

 411-5000@
pref.kyoto.

lg.jp
※ 
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

を「
話
の
聴
き
方
講
座
」と
し
、
①
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
②
電
話
番
号
、
③

お
住
ま
い
の
市
町
村
、
④
参
加
を
希

望
す
る
日
ま
た
は
会
場
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

　
定
員
に
達
し
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な

い
場
合
の
み
連
絡
し
ま
す
。

費 

無
料

大
人
も
Wa
k
u
Wo
r
k
体
験
事
業

 『
美
文
字
講
座
』	

日 

9
月
4
日（
月
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 

つ
む
ぎ
テ
ラ
ス
（
笠
置
町
い
こ
い
の

館
向
か
い
）

講
川
田　
巻
子
さ
ん

対 

３
町
村
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上（
但

し
高
校
生
除
く
）

定 

10
人

期
8
月
16
日（
水
）～
25
日（
金
）

費
5
0
0
円

持 

筆
ペ
ン
・
万
年
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
等

問 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

　
南
山
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
一
般
開

放
し
ま
す
。
3
町
村
内
外
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日 

8
月
10
日（
木
）～
15
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
～
4
時

所  

南
山
城
小
学
校　
プ
ー
ル

他  

プ
ー
ル
利
用
に
係
る
注
意
事
項

　
・ 

監
視
員
を
配
置
し
ま
す
が
、
幼
児

や
児
童
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
ず

保
護
者
の
付
き
添
い
及
び
見
守
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
・ 
プ
ー
ル
施
設
内
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
指
示
に
従
い
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
・ 

体
調
が
優
れ
な
い
人
は
、
利
用
を

控
え
る
な
ど
、
自
己
管
理
を
お
願

催
し

い
し
ま
す
。

　
・ 

来
場
者
が
多
い
時
間
帯
は
、
入
水

を
交
代
制
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
・ 

雨
天
等
、
悪
天
候
の
場
合
は
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
・ 

必
ず
サ
ン
ダ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問 

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

「
に
じ
っ
こ
」～
9
月
は
舞
鶴
で
開
催
～

　
子
ど
も
の
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と

を
不
安
に
思
っ
て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
。

聞
こ
え
づ
ら
い
子
ど
も
が
す
く
す
く
育

つ
場「
に
じ
っ
こ
」で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

9
月
は
京
都
府
立
聾
学
校
舞
鶴
分
校
で

交
流
し
ま
す
。

日 

９
月
２
日（
土
）　
午
前
10
時
～
12
時

日 

府
立
聾
学
校
舞
鶴
分
校（
舞
鶴
市
）

所 

手
話
と
音
声
を
使
っ
た
手
遊
び
歌
・

絵
本
読
み
聞
か
せ
・
工
作
な
ど

対 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
の

あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
、
子
ど

も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

家
族

費 

無
料 募

集

日…日時　  曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師　　  対…参加対象  定…定員　  費…費用
持…持ち物  期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容　　  他…その他  問…問合せ  直…直通 122023.8︱vOL.209 広報  れんいけ

れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん
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申 「
に
じ
っ
こ
申
込
」氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
前
日
ま
で
に
申
込
み

　
問 
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0
、

　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　

 nanb
u-nancho

yo
ji@

kyoto-chogen.or.jp 

ま
で

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日 

8
月
22
日（
火
）　
午
後
1
時
30
分
～

4
時

所 

産
業
振
興
会
館
１
階
研
修
室

問 

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
） 

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日 

8
月
1
日（
火
）　
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問 

和
束
町
総
務
課

　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

にじっこ申込

 にじっこHP

相
談

人
権
相
談（
和
束
町
）

日 

8
月
25
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談

（
南
山
城
村
）

日 

8
月
21
日（
月
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所 
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問 
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日 

8
月
21
日（
月
）

　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問 

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は

　
8
月
18
日（
金
）

　
午
後
5
時
ま
で

　
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

8
月
16
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

8
月
18
日（
金
）
笠
置
会
館

8
月
22
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

時 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問 

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

8
月
18
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

8
月
25
日（
金
）
高
尾
公
民
館

時 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日 

8
月
16
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

所 
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（ 

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費 

無
料	

問 

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　

０
８
０・１
４
２
８・３
４
２
０

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」
な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　
自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か

一
度
、
聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

定
期
相
談
会

日 

毎
月
1
回　
8
月
18
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
②
午
前
11
時
30
分
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～

　
　
④
午
後
２
時
30
分
～　

所 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（ 

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対  

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

日…日時　  曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師　　  対…参加対象  定…定員　  費…費用
持…持ち物  期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容　　  他…その他  問…問合せ  直…直通13 2023.8︱vOL.209広報  れんいけ

れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん
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費 
無
料

申 
お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問 　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』

『
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』

な
ど
、
が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都

府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談
を
お

こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
9
月
5
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

費 

無
料

予 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　

0
1
2
0・0
7
8・3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、

月
～
金（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

水
辺
の
事
故
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

〇 　
一
昨
年
ま
で
の
10
年
間
で
、
管
内

の
木
津
川
（
木
津
川
市
・
笠
置
町
・

和
束
町
・
南
山
城
村
）
で
発
生
し
た

水
難
は
12
件
で
、
９
人
が
亡
く
な
っ

て
お
ら
れ
、
流
れ
が
緩
や
か
で
安
全

に
見
え
る
場
所
で
も
、
思
わ
ぬ
危
険

を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

○ 　
川
は
上
流
の
天
候
に
よ
っ
て
大
き

く
変
化
し
、
急
に
増
水
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他

○ 　
海
や
川
・
プ
ー
ル
で
も
、
一
般
的

に
子
ど
も
は
大
声
を
あ
げ
た
り
助
け

を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
静
か
に
」
溺
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

 　
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
大
変
危

険
で
す
。
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 　
天
候
が
悪
い
と
き
、
体
調
が
悪
い

と
き
の
遊
泳
、
飲
酒
し
た
と
き
の
釣

り
や
遊
泳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○ 　
釣
り
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
ボ
ー
ト

等
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
全
員
が
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

南
山
城
村
水
害
殉
難
者

追
悼
慰
霊
式
の

お
し
ら
せ（
南
山
城
村
）

　
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
に
山
城

地
方
を
襲
い
、
南
山
城
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
南
山
城
村
で
は
、
尊
い
命
を

失
わ
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ

る
と
と
も
に
、
水
害
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
、
安
全
な
村
・
災
害
に
つ
よ
い
村

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
70
年
の
節
目
を
迎
え
慰
霊
式
を
お
こ

な
い
ま
す
。

日 

８
月
15
日
（
火
）

　
　
午
前
10
時　
開
式

所 

本
郷
地
区
内　
水
害
慰
霊
碑
前

問 

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

軽
自
動
車
に
新
た
な
車
両
区
分

（
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
）

が
追
加

　
令
和
５
年
7
月
１
日
か
ら
、
最
高
速

度
20
km
／
h
以
下
・
定
格
出
力
0
・

6
kW
以
下
・
車
体
の
大
き
さ
1
・
9
m

以
下
／
幅
0
・
6
m
以
下
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
は
、

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
と
し
て
、

新
た
な
交
通
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

注
意
点

・ 

16
歳
未
満
の
人
は
運
転
で
き
ま
せ
ん　
　

　

 （
16
歳
以
上
は
免
許
証
が
無
く
て
も

運
転
可
能
）。

・ 

原
則
、車
道
通
行（
自
転
車
道
通
行
可
）。

・ 

公
道
走
行
に
は
、
保
安
基
準
へ
の
適

合
、
専
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
各

役
場
窓
口
に
て
交
付
）、
自
賠
責
保

険（
共
済
）へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
警
察
庁
等
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2
直

　
和
束
町
税
住
民
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5
直

日…日時　  曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師　　  対…参加対象  定…定員　  費…費用
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南
山
城
村
税
住
民
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
3
直

産
婦
人
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
令
和
5
年
5
月
、
当
院
の
産
婦
人
科

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
必
要
な
情
報

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指

し
て
、
デ
ザ
イ
ン
や
ペ
ー
ジ
構
成
な
ど

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
中
心
に
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

産婦人科HP

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
し
ら
せ

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者（
3
町
村
い

ず
れ
に
お
住
ま
い
の
人
も
参
加
可
能
で
す
）

 

す
く
す
く
広
場

曜 

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所 

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜 

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
8
月
30
日（
水
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住

ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

日…日時　  曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師　　  対…参加対象  定…定員　  費…費用
持…持ち物  期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容　　  他…その他  問…問合せ  直…直通

募 集 相楽中部消防組合消防職員募集
募集内容・応募資格
職　種 採用予定人数 受　　験　　資　　格

消防職 若干名

年齢と学歴
平成10年４月２日以降に生まれ、学校教育法の高等学校以上の卒業者または
同等の学力を有する人（令和６年３月卒業見込者を含む）

居住条件
相楽中部消防組合管内またはその近郊（おおむね通勤時間片道40分以内）に
居住しているか、採用時に居住の予定がある方

身体的条件
視力：矯正視力を含め、両眼で0.7以上、かつ、一眼でそれぞれ0.3以上。
身体、色覚、聴力、言語、その他職務遂行上支障がないこと。

受 付 期 間　８月21日（月）から９月８日（金）
　　　　　　※土曜日・日曜日・祝日を除く午前８時30分から午後５時まで
受 付 場 所　京都府木津川市木津白口10番地２
　　　　　　相楽中部消防組合消防本部 総務課まで本人持参（郵送は、受付不可）
必 要 書 類　 申込書と受験票に必要事項を記入し、３か月以内に撮影した写真を貼り、次の書類等を提出してく

ださい。
　　　　　　１　最終学校卒業証明書（卒業見込証明書）　２　最終学年成績証明書
　　　　　　３　受験票送付用封筒　１通（長形３号封筒に、住所・氏名を記入し84円の切手を貼付してください。）
試 験 日　第１次試験
　　　　　　実 施 日　10月15日（日）　場所　京都府木津川市木津上戸15 相楽会館２階（予定）
　　　　　　試験内容　教養試験　消防適性検査　小論文
　　　　　　※第２次試験等については、合格者に通知します。
そ の 他　 試験案内、申込書等は、相楽中部消防組合消防本部総務課および消防本部各出張所、木津川市役所

（支所）、笠置町役場、和束町役場および南山城村役場に置いていますが、相楽中部消防組合ホー
ムページからもダウンロードできますのでご利用ください。

問い合わせ　相楽中部消防組合消防本部 総務課　☎0774・75・1380

15 2023.8︱vOL.209広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

おしらせ Information



　　　募 集 「第51回木津川を美しくする作品展」作品募集
募集種目、規格（１）標 語 の 部　河川美化を主題としたもの
　　　　　　　（２）短 歌 の 部　木津川を主題としたもの
　　　　　　　（３）俳 句 の 部　木津川を主題としたもの
　　　　　　　（４）詩 の 部　木津川を主題としたもの（800字以内）
　　　　　　　（５）作 文 の 部　木津川および河川美化を主題としたもの（小中学生に限る1600字以内）
　　　　　　　（６）ポスターの部　河川美化を主題としたもの（小中学生に限る。サイズ:画用紙四つ切）
　　　　　　　（７）書 道 の 部　 木津川を美しくする、自然を愛する気持ちから想起される主題としたもの

（小中学生に限る。作品に学年および氏名を記載し、用紙サイズは書き
初め用八つ切　縦68㎝×横18㎝程度とすること。通常半紙の作品は不可。
書体は小学生が楷書、中学生が楷書または行書とする。）

受 付 期 限　令和５年８月28日（月）（厳守）　　
　　　　　　 ただし、木津川市および相楽郡内小中学校を通じて応募する児童生徒の場合において、各小中学校

から各市町村支部事務局への受付期限を令和５年９月１日（金）とします。
提 出 先　 住所地または勤務先の所在する木津川を美しくする会各市町村支部事務局ただし、木津川市および

相楽郡内小中学校の児童生徒については各学校。また、上記以外の応募者については、本部事務局。
応 募 方 法　必ず各市町村支部事務局に備えている応募票に必要事項を明記すること。
応 募 資 格　 原則として木津川市および相楽郡内に在住または勤務する方としますが、それ以外の方についても

受け付けます。ただし、作品展の審査員および本会関係役職員を除きます。
作品の返還　�応募作品は原則として返還しません。ただし、ポスター・書道のみ事前申出者には返却します。
そ の 他　 応募作品は未発表のものに限り、１人１種目２点以内（厳守）とします。また、応募作品は主催者

の事業目的により、作品展示、印刷物等に使用することがあります。その際、応募者の学校名、学
年、氏名を冊子等に掲載することがあります。

問 合 せ　笠置町在住または在勤の方　　　笠置町税住民課 ☎0743・95・2302
　　　　　　和束町在住または在勤の方　　　和束町農村振興課 ☎0774・78・3008
　　　　　　南山城村在住または在勤の方　　南山城村建設環境課 ☎0743・93・0106

日…日時　  曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師　　  対…参加対象  定…定員　  費…費用
持…持ち物  期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容　　  他…その他  問…問合せ  直…直通

相続した土地を 
国が引き取る制度がスタート

「遠くに住んでいて利用する予定がない」「周りの土地
に迷惑がかかるから管理が必要だけど、負担が大きい」
そんな相続した土地の管理にお困りの人へ
制度に関する詳細は、　　　　　　　　　　　で
検索してください。　　　　　　　　　　　
問�☎075・231・0131から�
プッシュボタン２番→５番を押し、�
お問合せください。

法務省　国庫帰属

法務省HP

相談

７月号掲載について【お詫びと訂正】
　７月号裏表紙掲載の「３町村の人口（令和５年６月１日
現在）」について、南山城村の世帯数1221世帯（増18）と
記載しておりましたが、正しくは1212世帯（増９）となり
ます。お詫びして訂正いたします。（南山城村）

　れんけい７月号表紙および４ページ掲載の写真につい
て、写真クレジット「Photo by Yukiya Sonoda」の
記載が漏れておりましたので、お詫びいたします。

ナダルさん地元・南山城村ツアーで勝負
NHK「サンドどっちマンツアーズ」

　コロコロチキチキペッパーズのナダルさんが、
８月にNHK総合で放送される「サンドどっちマ
ンツアーズ」に出演され、南山城村で地元ツアー
を作る様子が放送されます。一体どんな個性あふ
れるツアーになったのか、ぜひ、ご覧ください。
放 送 日　NHK総合� ８月13日（日）
� 午後６時５分～ 43分
番組ＨＰ　https://www.nhk.jp/p/ts/5M2M51VY5Y/
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　７月７日（金）、笠置町・和束町・南山城村の保育園（所）では「たなばた会」がおこなわれました。
今年もみんなで作った笹飾りを幼児は異年齢グループの友だちと乳児はクラスの友だちと一緒に

「願い事が叶いますように」と笹に飾り付けをしました。
　たなばた会では、織姫と彦星のお話のペープサートをみたり、「たなばた」の歌をうたったりして
楽しみました。

たなばた会たなばた会

笠
置
保
育
所

笠
置
保
育
所

南
山
城
保
育
園

南
山
城
保
育
園

和
束
保
育
園

和
束
保
育
園
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「私の職場はサバンナです！」
� 太田 ゆか ／ 作

　肉食動物の想像を超えたサバイバル、
サバンナを支える縁の下の力持ち…。
南アフリカ政府公認の日本人女性サフ
ァリガイドが、サバンナの動物たちの生
態や、環境保護の最前線、人と自然が
共生をするために大切なことを伝える。

「あおいちきゅう」� はしもと のぶこ ／ 著

　奇跡の星、地球。そんな地球に起こっ
ていることを動物たちが訴える本書。

「どこまでも素敵な筆致の味わい深い絵、
そして動物の目を通して語られる淡々と
した言葉…。逼迫したメッセージが、祈
りがストレートに胸に伝わってきます。」

加茂方面のお出かけに。
【相楽東部広域バス】好評運行中

３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和５年７月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,136人　
世帯数   584世帯

（減1）
（減1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,558人　
世帯数 1,690世帯

（減3）
（増1）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,471人　
世帯数 1,218世帯

（減11）
（増6）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発

６：00 / ８：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40 / 17：50
◦加茂駅発

６：55 / ９：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40 / 18：50
【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ ☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

図書室の連絡先〈３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。〉
笠置町図書室  ☎0743・95・2726 ／ 和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013 ／ 南山城村図書室  ☎0743・93・0522

和束町体験交流センター図書室から 南山城村図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内

　幼児・小学生向けに絵本などの読み聞かせをおこないます。申込
不要。どなたでもご参加いただけますので、お気軽にお越しください。
日８月27日（日）　午前10時30分～
　９月17日（日）　午前10時30分～
所和束町体験交流センター ホール

☆『夏休みおはなし会』のご案内
　おはなしサークル「ぐりぐら」さんに
よる、おはなし会を開催します。
日８月26日（土）　午後２時～３時
所南山城村図書室　
※ 申し込みが必要ですので、参加希望者

は南山城村図書室までご連絡ください。
読書感想文全国コンクール課題図書について�――――

　各図書室にて読書感想文全国コンクールの課題図書の貸出をしています。お近くの図書室にお探しの本がない
場合は、カウンターでリクエストしてください。

図書室だより

「コメンテーター」� 奥田 英朗 ／ 著

　低視聴率にあえぐワイドショーのス
タッフの圭介は、母校のつてで美人精
神科医をコメンテーターとしてスカウ
トしようとするが、行き違いから伊良
部とマユミが出演することに。案の定、
ふたりは、放送事故寸前のコメントを
連発するが…。

「祖母姫、ロンドンへ行く！」�椹野 道流 ／ 著

　「イギリスに行きお姫様のような旅を
したい」という祖母と、孫娘が２人きりで
ロンドン旅行へ！ 凸凹血縁コンビが過ご
した宝石のような日々を描く。祖母と孫
娘の、笑って泣ける英国珍道中！！

「墨のゆらめき」� 三浦 しをん ／ 著

　都内の老舗ホテルに勤務する続力
（つづきちから）は、招待状のあて名書
きを依頼しに書家の遠田薫を訪ね、な
ぜか副業の手紙の代筆を手伝うことに。
　あらゆる筆跡を自在にかき分ける遠
田と接するうち、続は文字が放つきら
めきに魅せられていく。

一般書 児童書
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村

「だじゃれべんとう」�岡田 よしたか ／ 絵

　ふうちゃんの遠足の日なのに、お父
さんもお母さんも寝坊。それなら、自
分たちでお弁当を作ろうと、台所で食
べものや道具たちが大はりきり。だけ

ど気づけば「おたまがおったまげたー」なんて、だじ
ゃれ合戦が始まって…。
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